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地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

Enjoy Study プロジェクト A 

～ Enjoy English & Culture～ 

【メンバー】 [学   生] 竹高 さかえ/高橋 朋香/明渡 藍一郎/鷹崎 浩太郎/富岡 紗子 

浅井 咲来/新田 唯奈/大鳳 雪音 

[担当教員] 吉村 功 

【背景】 

函館市中学校の全国学力調査による英語の平均正答率が、全国・全道と比較して低いという課題がある。

また、新学習指導要領によって小学3年生から外国語活動が必修化されていること、グローバル化に伴い 

異文化理解教育の重要性が高まっていることを踏まえて、外国語教育及び異文化理解教育に焦点を当てた

活動を実践した。 

【目的】 

ゲームを通して楽しく英語に触れることで、英語への親しみを持ってもらう。そのことにより、英語に興味を

持たせ苦手意識を払拭する。また、諸外国と日本との共通の風習について、国ごとの特徴をゲーム形式で学

び、異文化への関心を高める。 

【概要】 

楽しく英語を学ぶことができるよう、子どもたちに親しみのあるゲームや遊びに英語を組み合わせて活動す

る。主に身近な英単語の意味を知り、正しく発音できるような活動内容を計画する。前期での反省を活かし、

後期では児童間のコミュニケーションを増やした活動内容を考えた。また、前期では英単語の学習を中心に行

っていたので後期は英単語の学習だけでなく、異文化理解教育も活動に取り入れた。 

【プロセスと成果】 

前期は英語とゲームを組み合わせた活動を3回行った。1回目は「フルーツバスケット」を行い果物の英単語

の意味とその発音を学習した。ゲームに熱中しすぎてしまい、発音を意識しなくなってしまったり、けんかが起

きたりしてしまった。2回目は「ジェスチャーゲーム」を行い動物やスポーツの英単語の意味とその発音を学習

した。前回の反省を活かし、少し難しい英単語を用意することで発音に意識を向けさせることができた。3回目

は「色おに」を行い色の英単語とその発音を学習した。子ども達は体を動かす活動が好きであるとわかった。

体を動かす活動だったので事前に怪我防止のためのきまりを確認させたが、走ってしまう児童が見られた。子

どもからゲームのルールを変えるという意見が出たのでそうしてみたら、子ども達はより積極的に活動に参加

してくれた。前期の活動ではコミュニケーションを取ることがあまりできなかったという反省があった。また英語

だけでは学習への意欲をかき立てることができず、集中力が途切れ飽きが生じることもあり、スムーズに活動

が進まないこともあった。子ども達の要望や活動中のこうした方が良いのではないかという意見を基に、臨機

応変に対応することができた。子ども達の意見も取り入れていくことで、子どもの主体性を高められたと感じ

る。 

後期は4回の活動を行った。各回の活動テーマは「ハロウィン文化クイズ」、「ビンゴゲーム」、「クリスマス文

化クイズ」、「記憶力ゲーム」であり、ビンゴゲームではハロウィンに関する英単語の学習、記憶力ゲームでは

クリスマスに関する英単語の学習を行った。後期は前期の反省を活かし、ゲームに英語だけでなく異文化の

要素も加えて活動を行った。また、飽きが生じないように簡単な英単語だけでなく少し難しい英単語も取り入れ

るようにした。英単語を覚えるのが苦手な子への配慮として英単語カードのイラストを入れるよう改善した。ま

た、児童間のコミュニケーションを増やすためにペアでの活動やグループ活動を増やした。ペアで宝探しをす

るという活動を行ったが、お互いが宝探しをすることに夢中になってしまいペア活動の良さを引き出すことがで

きなかった。ビンゴゲームでは、英単語を書きビンゴカードを自分で作成する作業があった。英単語を書くスピ

ードにばらつきが見られたが早く書き終えた子はまだ書き終えていない子を待つことができた。また、早くビン

ゴになった子は、ビンゴになっていない子のためにイラストの景品をとるのを待つことができた。コミュニケーシ

ョンをとる活動を繰り返すことで児童間の譲り合いが見られ思いやりのある言動が見られた。そして異文化に

ついて学習を行うことで英語に対する意欲がさらに感じられるようになり、諸外国への興味が湧いている様子

が見られた。カウントダウンのかけ声を「ONE・TWO・THREE」としたり「OPEN YOUR EYES」、「CLOSE YOUR 

EYES」など英語を積極的に取り入れることができ、英語への親しみをもつことや英語の苦手意識を払拭するこ

とといった目的を果たすことが出来た。      
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【総括と反省・今後の課題】 

ゲームを組み合わせることで、子どもたちは楽しく英語や異文化に触れ、英語への抵抗感を無くし

親しみをもつことができたと感じられる。簡単な英単語だけでなく、意味や発音の仕方が少し難しい

英単語を取り入れたり、ゲームに子どもからの意見を取り入れたり、途中でゲームのルールを少し変

えたりなどすることで子どもたちは積極的に活動に参加してくれた。 

活動回数を重ねるごとに児童間におけるあたたかいやりとりが増えるようになった。けんかや言い

合いが起きたら自分から謝ることができたり、じゃんけんで公平に解決しようと行動できたりした。

お互いの気持ちを考えた言動が多く見られた。 

1年間の活動を通して、楽しく学ぶ活動の難しさを感じながらもその為の準備や工夫を考えることに

喜びを見出して行うことが出来た。今後の課題は、英語教育を始めとするあらゆる教育において、子ど

も達の好奇心をくすぐるような声かけや活動内容を企画する力をつけて子ども達の教育に携わってい

くことである。これから子どもと関わる中で、子どもの年齢や発達段階に合わせた工夫をどのように取

り入れるべきなのかを一人一人考えることができるよう今回の活動を活かしていきたい。 

【地域からの評価】 

国ごとのクリスマスの文化で具体的にどのよう

な違いがあるのか、子どもは発音を意識して活動

できていたのか、英語を習っている児童は多いか、

児童の英語力はどうだったかなどの質問があっ

た。 

 小学生を対象に、楽しめる活動内容で工夫され

ていた点が良かった、ゲーム性の強い活動内容で

楽しみながら学べるという目的が達成されてい

た、小学生の目線で活動していると感じた、英語

を学ぶ上で「楽しい」という印象作りは大切だと

思った、きちんとした発音を実践してくれて良か

った、年齢層が絞られておりよりこだわった工夫

ができていた、子どもや時代に合わせた英語教育

を自らで考えられていた、ゲーム式の活動を通し

て英語を学習しており、英語のハードルを下げる

良い取り組みであると感じた、教育に関する楽し

み方の理解を深めることが出来た、など多くの声

をいただいた。 

また、発表に関してポスターセッションの説明

が丁寧で分かりやすかった、ポスターが手書きで

オリジナル性や個性がでており、熱意を感じたと

いう声もいただいた。 

【その他】 

 

年間スケジュール 

前

期 

6月23日 「自己紹介、英語のフルーツ

バスケット」 

6月30日 「英語ジェスチャーゲーム」 

7月 7日 「英語色おに」 

後

期 

11月10日 「Let’s Enjoy Halloween」 

11月24日 「Let’s Play Halloween 

Game」 

12月 8日 「Let’s Enjoy Christmas」 

12月22日 「Let’s Enjoy Christmas 

Game」 
 


